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１．はじめに

　昔から日本の人々は，集落の近くにある森林から落
葉や落枝を持ち出しては肥料や焚き付けに利用してい
た．そのような集落と密接に関わってきた森林を里山
と呼ぶ（四手井，2006）．燃料革命や肥料革命以降，落
枝や薪は石炭や石油に取って代わられた．同時に落葉
を肥料にしていた人々は化学肥料など便利なものを使
うようになった．その結果として里山は人々の手から
離れ姿が変わりつつある．落葉や落枝の持ち出しがな
くなり土壌が富栄養化して（加藤・谷地，2003）里山
の構成樹種が大径木化しつつある．地域によっては，
常緑の樹種が侵入して植生遷移が進行しつつある里山
もある（山口・中田，2008）．「春の儚い妖精」と呼ばれる，
カタクリやニリンソウなどの春植物が数を減らしたり
（倉本，1984），林床の草本植物が花をつけなくなった
りしてきている（根本ほか，2006）．同時に，開発によ
る里山の分断化（服部ほか，1994）や里山への不法投
棄などの問題が起きつつある．一方で侵入した常緑樹
や高木の伐採が本来里山で成育していた植物の増加に
つながることが報告されている（深田・亀山，2003）．
　そのような時代背景を受けて，里山をもう一度見直
そうという動きが特に1990年代以降，全国各地で盛ん
になった．里山保全（整備）活動の始まりである．目
的は様々で，純粋に山に入って木を伐ったり落葉かき
をしたりして体を動かすのが好きな人もいれば，生態
学的にかつての里山を復活させるために活動している
人もいる．そのような人々の集まりである里山保全団
体が日本全国に多く成立している．筆者が所属する清
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水北地区里山の会（以下，里山の会と記す）は，2012
年4月に「地域の憩いの場を復活させること」を目指
して設立された．現在（2015年度）では平均月に2回
の整備活動と年に数回のイベントなどを実施してい
る．整備活動では，侵入してきた常緑性の低木などを
中心に伐採を行い明るい里山の復活を目指している．
また，近隣の教育機関との連携を模索しながら，子ど
もたちに遊んでもらえるような里山を目指して整備を
進めている．福井市という県庁所在地にありながら多
くの自然を有する清水地区での里山の現状を把握する
ことは，より多くの住民に対して里山保全について理
解を促すこと，そして将来の環境教育の基礎資料とす
るために重要であると考える．
　そこで本研究では，里山の会が整備している里山を
中心に低木層・草本層を対象としてルートセンサスを
行い，植物の開花や結実などのフェノロジーを明らか
にするとともに，現在の植物相を記載することを目的
とした．

２．方法

⑴　調査地
　調査は福井市清水地区に存在する小丘陵地の里山で
行った（図1）．この里山はコナラが優占しており，植
栽されたスギが混在している．里山を構成する樹種と
しては，亜高木層にはこの地域では一般的なコシアブ
ラ，ソヨゴ，リョウブ，ネジキなどが，低木層にはヒ
サカキを中心にコアジサイ，クロモジ，ホツツジなど
が生育している．草本層では，春にはカタクリやショ

*福井市自然史博物館友の会　〒918－8006　福井市足羽上町147
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いる（中村ほか，2014）ことが想定されるため，里山
管理の有無の影響を検討する上で有効であると考えた
ためである．なお，シダ植物については調査地で代表
的と思われる種のみを取り上げた．
　調査方法はルートセンサス法による見取り調査であ
る．谷筋，尾根筋，なだらかな斜面と多様な立地環境
にまたがるようにセンサスルートを設定した．調査は
2015年3月21日から11月22日までの間に2週間に一度の
頻度で行った．センサスルートの片道（約500ｍ）を
約1時間かけて歩きながら両脇1ｍ程度の範囲に生育し
ている植物種名と開花や結実などの特徴も併せて記し
た．記載した植物の中でつぼみが観察できたものは「つ
ぼみ」と，花が観察できたものは「花」と，実が観察
できたものは「実」と記載した．また展葉が観察でき
たものについては「展葉」と記載した． 
　なお，調査結果をまとめるにあたり学名は渡辺
（2003）や大場（2009）を参考にした．また生育地によ
る種の検討，種の同定は以下の文献を参考にした（林，
1985，1989；畔上，1996；福井県植物研究会，1997，
1998，1999，2000；渡辺，2003）．さらに，出現した植
物相一覧の順序については大場（2009）によった．
　本調査地付近では，日本海側の多雪地に適応した変
種と，その基本種の中間の形態をもつ個体があり，本
報告では全て基本種で統一して記載した．具体的には，
ヤブツバキ，アオキ，モチノキ，カンアオイ，トウゲ
シバと記載した．

図1　調査地の範囲：点線枠内
（出典：国土地理院地形図5万分の1『福井』を加工）

ウジョウバカマが花を咲かせるほか，様々な植物が季
節を追って開花したり結実したりするのを観察するこ
とができる．
　調査地付近の標高は，およそ50ｍである．詳細な調
査地の記載を行うことが希少な植物の盗掘につながる
恐れがあるため，ここでは大まかな調査地の記載しか
行わない．
　調査地から北東に約5km離れた福井地方気象台（北
緯36度3.3分，東経136度13.3分，標高8.8ｍ）における
年平均気温は14.8℃，年平均降水量は2419.65mm，最
深積雪深は119cmである．（平均は福井地方気象台に
おける2004年～2013年までの10年間の平均値である）
　吉良（1983）の温かさの指数（WI）によると，福
井地方気象台のデータでは123.5であり本調査地付近
は照葉樹林帯に属する．
　本調査地では約50年前までは薪炭利用などを目的に
里山管理が継続していたが，それ以降は管理が放棄さ
れていた．里山の会による管理活動が再開されて以降
は低木～亜高木層を中心に常緑灌木を除伐している
が，コナラなどの落葉広葉樹の更新伐採は現時点では
行っていない．

⑵　調査対象と方法
　調査対象は低木層，草本層を中心とした．その理由
は第一に手にとって花や実が観察できること，第二に
里山の環境にこれらの低木層や草本層が影響を受けて
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３．結果

　ルートセンサスの結果をまとめたのが表1である．
木本植物の低木と草本植物，シダ植物に区分して記載
した．低木50種，草本28種，シダ植物7種の合計85種
を確認した．
　最初の調査を行った3月21日は融雪が終了した時期
であり，常緑性の低木を中心に26種類の植物が観察で
きた．また，草本植物ではフキ，ショウジョウバカマ
の花が観察できた．
　4月4日の観察では，落葉低木のコアジサイ，リョウ
ブ，クロモジなどの展葉を観察することができた．ま
た，チゴユリやササユリ，カタクリといった草本植物
が一斉に芽を出す様子が観察できた．
　4月18日の観察では，チゴユリ，トキワイカリソウ，
オオイワカガミの花（図2）が観察できた．チゴユリ
やオオイワカガミは群生している状態を観察できた．
花が咲いている個体，幼植物両方観察できた．
　5月5日の観察では，低木層で落葉樹のホオノキや常
緑樹のヤツデ，シロダモなどの展葉（図3）が観察で
きた．草本植物ではナルコユリのつぼみが観察できた
ほかショウジョウバカマは実が付き始めていた．
　5月17日の観察では，草本植物のササユリが開花し
始めたのに加えて，ナルコユリも開花が確認できた．
ササユリの幼植物は，ほとんど出現しなかった．
　5月30日の観察では，コアジサイが花をつけていた．
また，ミョウガが展葉していた．
　6月14日の観察では，チゴユリやササユリが実を付
け始めていた．また，コアジサイの花が引き続き観察
できた．
　6月28日には，クルマバハグマのつぼみやドクダミ
の花が観察できた．低木ではコバノガマズミやアオキ
が実をつけていた．
　7月12日には，ナルコユリの実が観察できたほか整
備活動をした道沿いでヌルデの発芽が確認できた．
　7月26日の観察では，ホツツジにつぼみが付いてい
るのを確認できた．低木のヤブコウジ，コバノガマズ
ミ，アオキ，コアジサイ，イヌツゲに未熟ではあるが
実が確認できた．草本植物では，クルマバハグマにつ
ぼみが付いていたほか，イノコヅチ，チゴユリ，ナル
コユリ，ササユリに実が付いているのを確認できた．
　8月9日の観察では，ホツツジの開花が確認できた．
　9月5日の観察では，クルマバハグマの花が確認でき
たほか，チゴユリの実（図4）が登熟していた．
　9月5日の観察では，チヂミザサの花が確認できた．
　10月4日の観察では，ミゾソバの開花が確認できた．
　10月17日の観察では，イヌツゲ，ヤブコウジ，コバ
ノガマズミが実を付けていた．

　11月1日には，カンアオイの花が観察できた．
　11月22日には，多くの落葉樹の紅葉や落葉が観察で
きた．

４．考察

⑴　センサスルート沿いの地形と植生の関係
　ルートは谷筋，尾根筋，なだらかな斜面と多様な立
地環境をまたがるように設定したため，種特性の異な
る多様な種を確認することができた．菊池（2001）は
立地条件としての土地の特性と植生の間には密接な関
係があると論じている．本調査でも，例えば尾根筋で

図2　オオイワカガミの開花

図4　チゴユリの結実

図3　シロダモの展葉
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◇
◇

◇
◇

27
ヒ
サ
カ
キ

サ
カ
キ
科

E
ur

ya
 ja

po
ni

ca
+

◇
v

◇
●

◇
◇

●
◇

◇
◇

●
●

●
●
　
＋

●
　
＋

28
タ
ン
ナ
サ
ワ
フ
タ
ギ

ハ
イ
ノ
キ
科

Sy
m

pl
oc

os
 c

or
ea

na
◇

--
◇

--
◇

◇
◇

◇
◇

29
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ

サ
ク
ラ
ソ
ウ
科

A
rd

is
ia

 ja
po

ni
ca

◇
●

◇
v

◇
◇

+
◇

◇
●

◇
◇

◇
●

●
●

●
30

エ
ゴ
ノ
キ

エ
ゴ
ノ
キ
科

St
yr

ax
 ja

po
ni

ca
v

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
31

リ
ョ
ウ
ブ

リ
ョ
ウ
ブ
科

C
le

th
ra

 b
ar

bi
ne

rv
is

v
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

32
ホ
ツ
ツ
ジ

ツ
ツ
ジ
科

T
ri

pe
ta

le
ia

 p
an

ic
ul

at
a

v
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

+
●

●
●

◇
33

ネ
ジ
キ

ツ
ツ
ジ
科

L
yo

ni
a 

ov
al

if
ol

ia
v

◇
◇

◇
◇

◇
--

◇
--

--
◇

◇
◇

◇
◇

34
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ

ツ
ツ
ジ
科

R
ho

do
de

nd
ro

n 
ka

em
pf

er
i

◇
◇

--
◇

◇
◇

◇
◇

◇
35

ア
ク
シ
バ

ツ
ツ
ジ
科

V
ac

ci
ni

um
 ja

po
ni

ka
◇

◇
--

◇
--

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

36
ア
オ
キ

ガ
リ
ア
科

A
uc

ub
a 

ja
po

ni
ca

●
　
＋

●
　

●
　

●
  ●

●
  ●

●
  ●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
37

マ
ル
バ
ア
オ
ダ
モ

モ
ク
セ
イ
科

F
ra

xi
nu

s 
si

eb
ol

di
an

a
◇

--
--

--
--

--
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

38
ネ
ズ
ミ
モ
チ

モ
ク
セ
イ
科

L
ig

us
tr

um
 ja

po
ni

cu
m

◇
◇

--
--

--
--

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
39

ヒ
イ
ラ
ギ

モ
ク
セ
イ
科

O
sm

an
th

us
 h

et
er

op
hy

ll
us

◇
--

--
--

--
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

40
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ

シ
ソ
科

C
al

li
ca

rp
a 

ja
po

ni
ca

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

41
ク
サ
ギ

シ
ソ
科

C
le

ro
de

nd
ro

n 
tr

ic
ho

to
m

um
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
42

ア
オ
ハ
ダ

モ
チ
ノ
キ
科

Il
ex

 m
ac

ro
po

da
◇

◇
◇

◇
◇

--
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
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和
　
　
名

科
　
　
名

学
　
　
名

日
　
　
　
　
　
付

3月
21
日

4月
4日

4月
18
日

5月
5日

5月
17
日

5月
30
日

6月
14
日

6月
28
日

7月
12
日

7月
26
日

8月
9日

9月
5日

9月
23
日

10
月
4日

10
月
17
日
11
月
1日

11
月
22
日

43
イ
ヌ
ツ
ゲ

モ
チ
ノ
キ
科

Il
ex

 c
re

na
ta

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
●

●
●

44
ソ
ヨ
ゴ

モ
チ
ノ
キ
科

Il
ex

 p
ed

un
cu

lo
sa

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
45

モ
チ
ノ
キ

モ
チ
ノ
キ
科

Il
ex

 in
te

gr
a

◇
--

◇
--

--
◇

◇
--

◇
◇

◇
◇

46
コ
シ
ア
ブ
ラ

ウ
コ
ギ
科

Ac
an

th
op

an
ax

 s
ci

ad
op

hy
llo

id
es

v
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
47

ヤ
ツ
デ

ウ
コ
ギ
科

F
at

si
a 

ja
po

ni
ca

◇
v

--
●

◇
--

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
48

コ
バ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ

レ
ン
プ
ク
ソ
ウ
科

V
ib

ur
nu

m
 e

ro
su

m
v

◇
◇

◇
◇

◇
●

●
●

◇
●

◇
●

●
◇

◇
49

ミ
ヤ
マ
ガ
マ
ズ
ミ

レ
ン
プ
ク
ソ
ウ
科

V
ib

ur
nu

m
 w

ri
gh

ti
i

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

●
◇

●
◇

●
50

ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ

ス
イ
カ
ズ
ラ
科

A
be

li
a 

sp
at

hu
la

ta
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
草
本

1
ド
ク
ダ
ミ

ド
ク
ダ
ミ
科

H
ou

tt
uy

ni
a 

co
rd

at
a

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
2
カ
ン
ア
オ
イ

ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
科

H
et

er
ot

ro
pa

 n
ip

po
ni

ca
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
3
マ
ム
シ
グ
サ

サ
ト
イ
モ
科

A
ri

sa
em

a 
ja

po
ni

cu
m

◇
◇

--
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

4
ヤ
マ
ノ
イ
モ

ヤ
マ
ノ
イ
モ
科

D
io

sc
or

ea
 ja

po
ni

ca
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
5
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ

シ
ュ
ロ
ソ
ウ
科

H
el

on
io

ps
is

 o
ri

en
ta

ri
s

●
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

6
カ
タ
ク
リ

ユ
リ
科

E
ry

th
ro

ni
um

 ja
po

ni
cu

m
●

7
サ
サ
ユ
リ

ユ
リ
科

L
il

iu
m

 ja
po

ni
cu

m
v

v
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

◇
8
チ
ゴ
ユ
リ

イ
ヌ
サ
フ
ラ
ン
科

D
is

po
ru

m
 s

m
il

ac
in

um
◇

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
9
シ
ュ
ン
ラ
ン

ラ
ン
科

C
ym

bi
di

um
 g

oe
ri

ng
ii

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
10

コ
バ
ギ
ボ
ウ
シ

キ
ジ
カ
ク
シ
科

H
os

ta
 a

lb
o-

m
ar

gi
na

ta
◇

v
●

●
●

●
●

11
ナ
ル
コ
ユ
リ

キ
ジ
カ
ク
シ
科

P
ol

yg
on

at
um

 fa
lc

at
um

◇
◇

v
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
◇

◇
12

ス
ゲ
sp

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科

C
ar

ex
 s

p.
●

●
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
13

チ
ヂ
ミ
ザ
サ

イ
ネ
科

O
pl

is
m

en
us

 u
nd

ul
at

if
ol

iu
s

◇
◇

◇
◇

●
●

◇
◇

14
ツ
ユ
ク
サ

ツ
ユ
ク
サ
科

C
om

m
el

in
a 

co
m

m
un

is
 

◇
◇

◇
15

ミ
ョ
ウ
ガ

シ
ョ
ウ
ガ
科

Z
in

gi
be

r 
m

io
ga

v
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

16
ト
キ
ワ
イ
カ
リ
ソ
ウ

メ
ギ
科

E
pi

m
ed

iu
m

 s
em

pe
rv

ir
en

s
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
17

ミ
ゾ
ソ
バ

タ
デ
科

P
ol

yg
on

um
 th

un
be

rg
ii

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

18
イ
ノ
コ
ヅ
チ

ヒ
ユ
科

A
ch

yr
an

th
es

 b
id

en
ta

ta
◇

●
●

●
●

●
●

●
●

◇
19

ヨ
ウ
シ
ュ
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ

ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
科

P
hy

to
la

cc
a 

am
er

ic
an

a
v

●
●

●
●

●
--

--
◇

◇
20

ト
リ
ア
シ
シ
ョ
ウ
マ

ユ
キ
ノ
シ
タ
科

A
st

il
be

 th
un

be
rg

ii
◇

◇
◇

◇
◇

--
◇

◇
21

オ
オ
イ
ワ
カ
ガ
ミ

イ
ワ
ウ
メ
科

Sc
hi

zo
co

do
n 

so
ld

an
el

lo
id

es
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
22

ツ
ル
ア
リ
ド
オ
シ

ア
カ
ネ
科

M
it

ch
el

la
 u

nd
ul

at
a

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

●
●

●
●

◇
23

ツ
ル
リ
ン
ド
ウ

リ
ン
ド
ウ
科

Tr
ip

te
ro

sp
er

m
um

 ja
po

ni
cu

m
◇

◇
◇

◇
24

ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
キ
ク
科

B
id

en
s 

fr
on

do
sa

◇
◇

◇
25

タ
カ
サ
ブ
ロ
ウ

キ
ク
科

E
cl

ip
ta

 p
ro

st
ra

ta
◇

◇
◇

◇
◇

26
ム
ラ
サ
キ
ニ
ガ
ナ

キ
ク
科

L
ac

tu
ca

 s
or

or
ia

●
●

●
27

ク
ル
マ
バ
ハ
グ
マ

キ
ク
科

P
er

ty
a 

ri
gi

du
la

◇
◇

◇
◇

+
+

+
+

◇
28

フ
キ

キ
ク
科

P
et

as
it

es
 ja

po
ni

cu
s

--
◇

◇
◇

◇
シ
ダ
植
物

1
ト
ウ
ゲ
シ
バ

ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
科

L
yc

op
od

iu
m

 s
er

ra
tu

m
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

2
ス
ギ
ナ

ト
ク
サ
科

E
qu

is
et

um
 a

rv
en

se

3
ゼ
ン
マ
イ

ゼ
ン
マ
イ
科

O
sm

un
da

 ja
po

ni
ca

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
4
ウ
ラ
ジ
ロ

ウ
ラ
ジ
ロ
科

G
le

ic
he

ni
a 

ja
po

ni
ca

◇
--

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
5
ワ
ラ
ビ

コ
バ
ノ
イ
シ
カ
グ
マ
科

P
te

ri
di

um
 a

qu
il

in
um

v
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
6
シ
シ
ガ
シ
ラ

シ
シ
ガ
シ
ラ
科

B
le

ch
nu

m
 n

ip
on

ic
um

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
7
ベ
ニ
シ
ダ

オ
シ
ダ
科

D
ry

op
te

ri
s 

ch
am

pi
on

i
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

◇
◇

表
1：
つ
づ
き
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河崎　晃博

はソヨゴが多く生育していたのに対して谷筋ではミゾ
ソバなどの湿性地に適応的な植物が生育していた．そ
れぞれの地形に合った在来植物種が生育していること
は，地形の人為的改変や移入種の導入や無理な植栽と
いったことがなされておらず，健全な生態系が守られ
ていたものと考えることができる．

⑵　春植物の里山管理放棄に対する応答
　センサスルート沿いにおいて，カタクリやトキワイ
カリソウは単体での出現が多かった．カタクリは一株
観察できただけであった．トキワイカリソウも数株観
察できただけであった．どちらの種ともに開花個体に
至るまでの幼植物（次世代の個体）が少なく開花はする
ものの実生更新が行われていないと推測された．種子
発芽に重要な光環境が，里山が放置され常緑樹が侵入
してくることで悪化していること，リターの蓄積によ
る発芽のセーフサイトの不足が示唆された．カタクリ
は栄養生殖を行わないため発芽個体が確認されなかっ
たことは，個体群の存続の危機であることを意味する．
　一方で，チゴユリは群生しているのが多く観察され
た．チゴユリは雑木林やスギの植林地など比較的環境
が安定し攪乱が少ない土地であれば生活することがで
きる（小林，2001）．そのため本調査地のように管理
放棄されていた里山ではチゴユリが安定的に増殖でき
る環境にあったと考えられる．
　このように発芽個体の有無や個体の分布状態を観察
することで植物種によって里山が放置されたことに対
する応答が異なる様子が手にとって分かるようで興味
深い．

⑶　ササユリの開花個体と里山管理
　ササユリは，5月下旬から6月にかけて開花する．今
回の調査で開花個体は観察できたが，開花に至るまで
の幼植物をほとんど観察できず，カタクリなどの春植
物と同様に里山が管理放棄されてササユリも減少して
いく傾向が見られた．ササユリは種子から開花までの
幼植物の期間が長い（稲垣，2003）．幼植物が少ない
のは種子が発芽して実生が育つ環境が少ないと考え
る．このような状況にもかかわらずササユリの開花個
体が少なからず観察されるのは，かつてこの里山に林
床まで光が届き種子が発芽し生長する環境があった証
であると考えられる．久野ほか（2001）や根本ほか
（2006）も林床の光環境と林床植物の関係について報
告しているほか，中島ほか（1997）の報告では光環境
と着花個体との関係に言及している．このことからも
ササユリの開花個体が林床に残っていることは健全な
里山が最近まで保たれていた証拠（履歴）だと考えて
いる．

⑷　里山整備活動と埋土種子集団からの発芽
　筆者の所属する里山の会では2週間に1回，主に常緑
低木を伐採することで暗くなった里山を明るくするた
めに整備している．整備した直後に，ギャップ環境に
いち早く定着する先駆植物であるヌルデが発芽した箇
所があった．これまでの研究でヌルデは埋土種子集団
を作ることが知られており（山瀬・関岡，2006；根本
ほか，2000；浜田・倉本，1994），里山整備の結果，
林床の光環境や温度条件などが変化し休眠が打破され
て発芽したものと考えられる．

⑸　里山の会の活動とフェノロジー調査が環境教育に
　果たす役割
　里山の会の活動やこのフィールドには，希少植物が
生育する里山で整備を進めることによって，どのよう
な植物が再生増加するのかを実践的に学ぶことができ
る教材としての価値がある．また，フェノロジー調査
の結果をもとに小・中学生や一般の方に四季折々の里
山を楽しんでもらうことも可能である．展葉や開花な
ど，普段気付かないような植物のダイナミックな動き
を観察してもらえればと考えている．春には花が咲き
乱れ新緑を楽しむことができる．夏は涼を求めて，秋
には紅葉を楽しむことができる里山が地域の人々の憩
いの場になり，子どもたちの声が響き渡るようになれ
ばと考えている．ルートセンサスで確認されたそれぞ
れの植物種の増減を種生態と併せたデータとして整備
することは，里山管理が地域の生物多様性保全に果た
す役割を理解するのに良い生きた教材となるだろう．

⑹　おわりに
　筆者は，希少種に限らず一般的に里山を構成する植
物が当たり前に生育する里山が理想的だと考えてい
る．つまりコナラが優占する高木層があり，リョウブ
やソヨゴ，ネジキなどが亜高木層を占め，低木層には
ホツツジやクロモジ，コアジサイといった典型的な福
井の里山が残っていることが大切であると考えてい
る．かつては普遍的であったが，現在数を減らしてい
ると考えられる植物について，今後も花を咲かせ続け
てほしいと考えている．このような植物は様々な原因
があると思うが花をつけていない幼植物を，ほとんど
観察することができない．このような種が当たり前に
存在するようにすることも，里山の健全性を表す一つ
の答えになると考えている．当たり前にあった植物が
今後も当たり前にあり続けるために里山を守っていき
たいと考えている．
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The fl ora and phenology of Satoyama in Shimizu area, 
Fukui City －signifi cance of environmental education－
Akihiro KAWASAKI

Abstract
A fl ora and phenological monitoring survey of shrub and 
herb layer were conducted in Satoyama in Shimizu area, 
Fukui City from spring to autumn 2015. Existence of 
plant species and its reproductive organs and leaves were 
observed by route census method about once every two 
weeks. A total of 85 species were recorded in this area. 
They were comprised of 50, 28, and 7 species of shrubs, 
herbs and ferns, respectively. The records of flora and 
phenology of Satoyama under ecological succession are 
available as a learning tool of environmental education. 

Keywords: Shimizu area, Fukui City, Satoyama, flora, 
phenology


